








研究目的 

 61年1月から厚生省のB型肝炎母子感染防止事業が開始された。この予防処置によって、

HBs 抗原陽性かつ、e抗原陽性の母親から出生する乳児における HB ウイルスの垂直感染が

ほとんど(85-90%)防げるようになった。しかしながら、一部の乳児では HB ワクチンヘの反

応が悪いため、能動免疫能の獲得が悪く、時に、HBウイルスキャリアーになったり肝炎を

発症する可能性が考えられる。残念ながら、今回の国の事業にはこういった例に対処する

ため、HB ワクチン投与終了後の抗体獲得状況を調べる検査や追加 HB ワクチンは含まれて

いない。今回、厚生省の要請で予防処置を受けた児の長期追跡調査を行う研究班が編成さ

れた。大阪地区においては厚生省の所定の予防処置を終了した児(最終 3回目のワクチンを

生後 5ヵ月頃受けた後の児)の満 1歳時と 1歳 6ヵ月時の抗体獲得状況と HB 肝炎の感染率

を調査することになった。検査は、HBs 抗原、HBs 抗体、HBc 抗体(いずれもなるべく RIA

で行なう)、GOT、GPT の 5 項目を実施する予定である。 

 以下に我々が設定した大阪地区における調査システムについて紹介する。 


